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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月24日(2020.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１から第３の合体演出部材が遊技領域の中央から三方に分散して離れた待機位置で待
機し、予め定められた演出開始条件の成立に起因して、前記遊技領域の中央側に移動して
合体する遊技機。
【請求項２】
　全ての前記合体演出部材が略同時に合体しかつ合体と共に停止する請求項１に記載の遊
技機。
【請求項３】
　前記演出開始条件の成立に起因して、少なくとも第１と第２の合体演出部材が前記待機
位置から前記遊技領域の中央側に移動して互いに離間した状態で停止する準備段階を前記
合体の前に行う請求項２に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、従来の遊技機では、可動部材による可動演出について、趣向性の向上が
望まれている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、可動部材による可動演出の趣向性を向上
させることが可能な遊技機の提供を目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた請求項１の発明は、第１から第３の合体演出部材が
遊技領域の中央から三方に分散して離れた待機位置で待機し、予め定められた演出開始条
件の成立に起因して、前記遊技領域の中央側に移動して合体する遊技機である。
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